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2025 年度 学校関係者評価報告書 

◆ はじめに 

  2014 年（平成 26 年）4 月から、専門学校のうち企業等と密接に連携して、最新の実務の知識・技能

を身につけられる実践的な職業教育に取り組む学科を文部科学大臣が認定する「職業実践専門課程」が

スタートし、2024 年度で 11 年目を迎えました。 
 

学校関係者評価の実施及び結果の公表は、職業実践専門課程の要件のひとつになっており、本校も

2013 年度（平成 25 年度）から、学校の教育活動その他の学校運営の状況について学校自らが評価を行

う「自己評価」の実施及び公表、そして、自己評価の結果について評価することを基本として行う「学

校関係者評価」の実施及び公表を進め、学校運営の改善、教育の質の向上に取組んでいるところです。 
 

学校法人日本ホテル学院が運営する専門学校日本ホテルスクールは、学校評価に関する関連法令に基

づき、2025 年度自己評価を基本にした「学校関係者評価」を実施し、報告書としてまとめました。 

学校関係者評価は、学校自らが選任した教育関係者、業界関係者、卒業生等の学校関係者が、学校が

実施した「自己評価」の結果について評価することを基本として行う評価で、評価結果はホームページ

等において公表致します。 
 

本校と致しましては、学校関係者評価の結果を踏まえ、今後も教職員と学校関係者が連携・協力し、

学校経営、学校運営の更なる改善と教育の質の向上に努めて参りたいと考えております。 

 

１、学校関係者評価について 

（１）定 義 

学校関係者評価は、生徒・卒業生、関係業界、関係団体、教育業界、保護者・地域住民などを学校自

らが選任し、構成された評価者と学校教職員で構成された委員会等が、自己評価の結果について評価す

ることを基本として行う評価。 

（２）目 的 

自己評価結果の客観性、透明性を高めるとともに、本校と密接に関係する学校関係者の理解促進や連

携体制による学校運営の更なる改善を図ることを目的とする。 

（３）評価の主なポイント 

①自己評価結果の内容は適切か。 

②自己評価結果を踏まえた今後の改善方策は適切か。 

③学校の重点目標や評価項目等は適切か。 

（４）評価対象期間 

  2024 年度（2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日） 

（５）評価実施年度 

  2025 年度 

（６）評価結果の公表 

①評価結果や委員からの意見等をとりまとめてホームページに公表。 

②評価結果は次年度の学校運営や教育活動等について具体的に改善を図る。 
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２、学校関係者評価委員会について 

（１）主な活動内容 

①自己評価の実施状況と結果についての確認 

②学校関係者評価委員の評定、意見、評価等、集計結果の確認 

③評価する点、改善する点、全体的助言 

④教育環境施設等の視察、確認 

（２）学校関係者評価委員会 

  学校関係者評価委員５人              （順不同、敬称略、2026 年 2 月 1 日現在） 

氏 名 団体等の名称 役 職 任期（3 年） 

渡辺 淳 全国語学ビジネス観光教育協会 事務局長 
2024.11.1～ 

2027.10.31 

浅山 恵一 一般財団法人日本ホテル教育センター 事業部長 
2025.9.1～ 

2028.8.31 

乙部 彩佳 専門学校日本ホテルスクール 同窓会 副会長 
2023.12.1～ 

2026.11.30 

相澤 克己 専門学校日本ホテルスクール 同窓会 監 事 
2023.12.1～ 

2026.11.30 

花澤 彩 専門学校日本ホテルスクール 同窓会 監 事 
2023.12.1～ 

2026.11.30 

 

３、基準、評価項目等 

（１）「自己評価報告書１」に基づく学校関係者評価 

自己評価報告書１は、特定非営利活動法人 職業教育評価機構の様式に準拠。 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像 

基準２ 学校運営 

基準３ 教育活動 

基準４ 学修成果 

基準５ 学生支援 

基準６ 教育環境 

基準７ 学生の募集と受入れ 

基準８ 財 務 

基準９ 法令等の遵守 

基準 10 社会貢献・地域貢献 

 

（２）「自己評価報告書２」に基づく学校関係者評価 

自己評価報告書２は、本校独自の自己評価項目（以下①及び②）を設定し評価を実施。 

①ホテル専門学校として教育の質保証、特徴化に向けた取組みの評価項目 

・教育目標、教育活動、授業運営 

・教育課程編成、特色ある教育 

・学修成果 
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②職業実践専門課程（文部科学大臣認定）要件の実施・取組み状況、成果等の評価項目 

・専攻分野に関する企業等と連携した教育課程の編成 

・企業等と連携して実習・演習等の実施 

・総授業時数 

・企業等と連携し教職員に対し専攻分野に関する研修の実施 

・企業等と連携し学校関係者評価の実施と公表 

・学校運営の状況に関する情報の公開・提供 

 

４、自己評価に対する学校関係者評価委員の評価（平均点） 

（１）評価点（平均点） 

自己評価の評価項目に照らして、学校関係者評価委員が点数化し、その平均値（平均点）を記載した。 

４点：適切（実施） 

３点：ほぼ適切（概ね実施、ほぼ実施） 

２点：やや不適切（少し実施、ある程度実施） 

１点：不適切（殆ど実施していない、未実施） 

 

（２）委員の意見、評価等 

  学校関係者評価委員の意見、評価等を各基準毎（評価項目毎）に記載した。 

改善を要する点、取組み方法の工夫や変更等の意見については、内外の状況を見定めて対応する。 

 

６、評価項目に対する評価の平均値、意見等 

評価項目に対する評価平均値及び委員の意見、評価等は次ページ以降をご覧下さい。 
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１、「自己評価報告書 1」に基づく学校関係者評価  

【基準１】教育理念、目的、人材育成像 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

1-1-1 理念・目的・育成人材像は、定められているか 4.0 

1-1-2 育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合しているか 4.0 

1-1-3 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか 4.0 

1-1-4 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか 3.0 

 

【意見・評価等】 

・実践教育、業界が必要とする専門知識と技能の人材育成は評価できる。 

・（1－1－4）ホテル業界は実は社会的弱者と非常に接点が多い業界であるが、教育的観点ではまだまだ

未熟である。１．災害時の避難所・支援拠点としてのホテルの役割、２．高齢者・子供連れ・LGBTQ+

への接遇、３．福祉施設・NPO との連携実習なども検討したらどうだろうか？ 

・教育理念・目的・人材育成像がエビデンスで確認でき評価できる。 

 

【基準２】学校運営 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

2-2-1 理念に沿った運営方針を定めているか 4.0 

2-3-1 理念等を達成するための事業計画を定めているか 4.0 

2-4-1 設置法人は組織運営を適切に行っているか 4.0 

2-4-2 学校運営のための組織を整備しているか 4.0 

2-5-1 人事・給与に関する制度を整備しているか 4.0 

2-6-1 意思決定システムを整備しているか 4.0 

2-7-1 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか 3.0 

 

【意見・評価等】 

・学校運営の目標達成に期待したい。 

・情報インフラの環境整備を継続的に推進され、学校運営の体制を確立していることが評価できる。 

 

 

 

 



5 

 

【基準３】教育活動 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

3-8-1 理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか 4.0 

3-8-2 学科毎の修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか 4.0 

3-9-1 教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか 4.0 

3-9-2 教育課程について、外部の意見を反映しているか 4.0 

3-9-3 キャリア教育を実施しているか 4.0 

3-9-4 授業評価を実施しているか 4.0 

3-10-1 成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか 4.0 

3-10-2 作品及び技術等の発表における成果を把握しているか 4.0 

3-11-1 目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置づけているか 4.0 

3-11-2 資格・免許取得の指導体制はあるか 4.0 

3-12-1 資格・要件を備えた教員を確保しているか 4.0 

3-12-2 教員の資質向上への取組みを行っているか 4.0 

3-12-3 教員の組織体制を整備しているか 3.0 

 

【意見・評価等】 

 ・教職員の資質向上、能力向上の取り組みは評価できる。 

・「自己啓発学習支援制度」を制定し、教員の資質向上を図る取組みを行っていることが評価できる。 

・（3－12－1）卒業生教員の強みを基盤としつつ、外部人材の知見を段階的に導入することで、組織の

多様性と柔軟性を高め、変化する社会・業界ニーズに対応できる教育体制を構築すべき。 

・（3－12－2）ホテル業界は、DX 化、インバウンドの質的変化、人材不足、多様性対応、サスティナ

ビリティ対応などにより急速に変化している。これらの変化を教育内容に反映するためには、教員個

人の努力に依存するのではなく、組織的に業界トレンドを把握・更新する体制の構築が必要である。

自己啓発学習支援制度による個人に依存する形では進歩は望めない。 

 

【基準４】学修成果 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

4-13-1 就職率の向上が図られているか 4.0 

4-14-1 資格・免許取得率の向上が図られているか 3.3 

4-15-1 卒業生の社会的評価を把握しているか 3.3 
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【意見・評価等】 

・業界で活躍できる人材育成に期待したい。 

・卒業生講話の実施など、学修成果を向上させる良い取り組みであり、評価できる。 

 

【基準５】学生支援 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

5-16-1 就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか 4.0 

5-17-1 退学率の低減が図られているか 3.0 

5-18-1 学生相談に関する体制を整備しているか 4.0 

5-18-2 留学生に対する相談体制を整備しているか 3.3 

5-19-1 学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか 3.8 

5-19-2 学生の健康管理を行う体制を整備しているか 4.0 

5-19-3 学生寮の設置など生活環境支援体制を整備しているか 4.0 

5-19-4 課外活動に対する支援体制を整備しているか 4.0 

5-20-14 保護者との連携体制を構築しているか 4.0 

5-21-1 卒業生への支援体制を整備しているか 4.0 

5-21-2 産学連携による卒業後の再教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発・実施に取組んでいるか 3.0 

5-21-3 社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか 3.0 

 

【意見・評価等】 

  ・学生が安心して学ぶ環境が整備されている状況が理解でき、評価できる。 

・学校と同窓会が連携して行事などの実施や学校の情報発信は評価できる。 

 

【基準６】教育環境 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

6-22-1 教育上の必要性に十分対応した施設・設備・用具等を整備しているか 4.0 

6-23-1 学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか 4.0 

6-24-1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 3.0 

6-24-2 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか 4.0 

 

【意見・評価等】 

  ・（6－24－1）専門学校であっても学生の安全配慮は学校の基本的責務であり、義務はないが防災訓
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練を実施しないことは一般的とは言えない。最低限の訓練を計画的に実施する必要がある。 

・企業と連携した学外実習の取り組みは、様々な面で学生の教育となり、適正な教育環境が整備されて

おり、評価できる。 

・ホテル等の実習は、教育課程の中で重要である。多くの施設での実習に期待したい。 

 

【基準７】学生の募集と受入 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

7-25-1 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組んでいるか 4.0 

7-25-2 学生募集活動を適切かつ効果的に行っているか 4.0 

7-26-1 入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか 4.0 

7-26-2 入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか 3.0 

7-27-1 経費内容に対応し、学納金を算定しているか 4.0 

7-27-2 入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を行っているか 4.0 

 

【意見・評価等】 

  ・学校の広報等が適切に行われている状況が見受けられ評価できる。 

・教育環境、教育内容の向上に期待したい。 

 

【基準８】財 務 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

8-28-1 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか 4.0 

8-28-2 学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に関する財務分析を行って

いるか 
4.0 

8-29-1 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか 3.3 

8-29-2 予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか 3.8 

8-30-1 私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか 4.0 

8-31-1 私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか 4.0 

【意見・評価等】 

  ・ホームページに財務情報も公開されており評価できる。 

・定期的な監査や財務情報の公開は、評価できる。 
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【基準９】 法令等の遵守 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

9-32-1 法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか 4.0 

9-33-1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 4.0 

9-34-1 自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか 4.0 

9-34-2 自己評価結果を公表しているか 4.0 

9-34-3 学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか 4.0 

9-34-4 学校関係者評価結果を公表しているか 4.0 

9-35-1 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか 4.0 

 

【意見・評価等】 

  ・法令等の改正や新たな法律などにも対応し、学校として法令順守されている状況が評価できる。 

・教育全般に関する情報公開は評価できる。 

 

【基準 10】社会貢献、地域貢献、国際交流 
 

評 価 項 目 評価の平均値 

10-36-1 学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3.0 

10-36-2 国際交流に取組んでいるか 3.0 

10-37-1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか 3.0 

 

【意見・評価等】 

  ・ボランティア活動への意識向上を期待したい。 

・学外実習や海外研修などは、社会貢献、地域貢献、国際交流につながる活動と感じている。 

・（10－36－1）（10－36－2）（10－37－１）本校の専門分野であるホスピタリティ教育の教育資源を

活用し、地域社会・国際社会との接点を持つ実践的な社会貢献活動を制度化するとともに、学生の

主体的なボランティア活動を学校として支援する体制を整備する必要がある。 
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２、「自己評価報告書２」に基づく学校関係者評価  

（１）ホテル専門学校として教育の質保証、特徴化に向けた取組みの評価項目 

①教育目標 教育活動 授業運営 

No. 評 価 項 目 評価の平均値 

1-1 学科・学年に応じた教育目標を明確に設定し、学生等に周知しているか。 4.0 

1-2 
全科目のシラバス（年間授業計画）を新年度開始前迄に作成・整備し、学

生に説明し授業運営を行っているか。ホームページに公開しているか。 
4.0 

1-3 
専任、兼任を問わず、教職員に対し教育目標や方針、授業運営計画につい

て周知・報告する機会を設けているか。 
3.0 

1-4 
基本的知識及び技能を確実に習得し、在学中において段階的に必要な実践

力、思考力の育成に取り組んでいるか。 
4.0 

1-5 
建学の精神、教育理念等を踏まえ、一貫性のある三つのポリシーを策定し、

広く社会に公表しているか。 
4.0 

 

②教育課程編成、特色ある教育 

2-1 
教育課程の検証、見直しを定期的に行い、バランスの良い調和の取れたカ

リキュラム編成を行っているか。 
4.0 

2-2 
専攻分野に関連する専門科目の講義及び演習の授業科目数、授業時数、単

位数はバランスよく適切であるか。 
4.0 

2-3 
授業での学びを企業等での実習で活かし、在学中において均衡のとれた教

育課程の実現や連動した学びを行っているか。 
4.0 

2-4 
接客方法や技術及び円滑な対人関係に必要とされるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成

がカリキュラムに構成されているか。 
4.0 

 

③学修成果 

3-1 
就職指導体制を整備、確立し、学生の職業観を高め、特に関連業界への就

職について向上が図られているか。 
4.0 

3-2 
資格取得に向け指導体制を整備し、計画的指導を行い、目標とする合格率

の目標達成に取り組んでいるか。 
3.0 

3-3 
退学率について、原因や分析、低減を図るための組織的な対応、対策をと

り、低減対策を図り取り組んでいるか。 
3.0 

3-4 
学生に対し学校生活や授業に関するｱﾝｹｰﾄ調査を実施し、意見や結果を指

導や改善に反映しているか。結果はホームページ等で公表しているか。 
4.0 

 

●全体意見等 

 ・専門的な能力を育成するうえでの様々な取り組みついて評価できる。 
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・教育理念、教育目標、グローバルに活躍できる人材の育成の取り組みには期待している。 

 

（２）職業実践専門課程（文部科学大臣認定）要件の実施・取組み状況、成果等の評価項目 

①専攻分野に関する企業等と連携した教育課程の編成 

No. 評 価 項 目 評価の平均値 

4-1 
企業等との連携体制を確保し、教職員と企業等の委員による委員会を設置

しているか。 
4.0 

4-2 
企業等と連携し開催する委員会等は年 2回以上開催し委員構成や議題等、

適切に運営しているか。 
4.0 

4-3 
委員の意見、提案等を教育課程の編成に反映されているか。また、業界の

現状、将来性、求める人材等について意見交換や情報共有は十分か。 
4.0 

 

②企業等と連携して実習・演習等の実施 

5-1 
企業との間で実習・演習の覚書や協定書を締結し、内容に準じ適切に行っ

ているか。 
4.0 

5-2 
学内における実習・演習の授業は知識や技術を向上させ、段階的指導を行

っているか。 
4.0 

5-3 
実習中の仕事内容や時間を管理し、成績、評価、単位等の学修成果を企業

と連携し行っているか。修得した知識、技能等の能力評価を行っているか。 
4.0 

 

③総授業時数 

6-1 全課程の修了に必要な総授業時数は 1700単位時間以上であるか。 4.0 

 

④企業等と連携し教職員に対し専攻分野に関する研修の実施 

7-1 
教職員に対し、ホテルやブライダル分野における実務に関する知識、技術、

技能を修得・向上するための研修を計画的に行っているか。 
3.0 

7-2 
教職員に対し、授業及び生徒に対する指導力等を修得・向上するための研

修を計画的に行っているか。 
3.0 

 

⑤企業等と連携し学校関係者評価の実施と公表 

8-1 
教職員と企業等の委員により組織された学校関係者評価委員会を設置し

ているか。企業等の委員の構成、人数は適切であるか。 
4.0 

8-2 
学校関係者評価を踏まえ、課題の改善に取組み、教育活動その他の学校運

営の改善に取り組んでいるか。 
3.3 

8-3 
学校関係者評価の評価結果をホームページ等において広く社会に公表し

ているか。 
4.0 
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⑥学校運営の状況に関する情報の公開・提供 

9-1 
情報公開のガイドラインに掲げられた項目について情報を提供している

か。 
4.0 

9-2 
ホームページ、入学案内書、パンフレット等の作成･配布、説明会等にお

ける説明等を通じて、恒常的に情報提供を行っているか。 
4.0 

 

●全体意見等 

 ・学外実習等、企業等との連携・協力が充実している状況が評価できる。 

・学内体制の整備・認定要件の実行・教育の質向上には期待している。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    202５年度（令和７年度） 学校関係者評価報告書 

学校法人日本ホテル学院   専門学校日本ホテルスクール  

〒164-0003 東京都中野区東中野３－１５－１４ 

TEL 03-3360-8231（代表）FAX 03-3360-8584  

https://www.jhs.ac.jp 

https://www.jhs.ac.jp/

